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産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
創
造�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

イ
ン 

沖
縄�

　
　
〜
産
学
官
連
携
を
考
え
る
〜�

　
昨
年
の
十
二
月
十
四
日
に
沖
縄
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
会
議
棟
で
「
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　

イ
ン
　
沖
縄
〜
産
学
官
連
携
を
考
え
る

〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
我
が
国
経
済
が
当
面
の
不

況
か
ら
脱
し
、
中
長
期
的
に
発
展
し
て

い
く
た
め
に
は
地
域
の
産
業
経
済
の
再

生
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
、
Ｏ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー�

(

地
域
再
生
・
産
業
集
積
計
画)

を
進
め

る
に
当
た
っ
て
、
〈
比
較
優
位
の
あ
る

地
域
特
性
を
活
か
し
た
世
界
に
通
用
す

る
新
事
業
創
出
を
図
る
た
め
の
戦
略
と

は
？
〉
〈
ど
の
よ
う
に
進
め
れ
ば
良
い

か
？
〉
に
つ
い
て
、
企
業
、
大
学
、
沖

縄
県
、
経
済
団
体
等
産
学
官
の
関
係
者

一
七
◯
名
余
が
参
加
し
て
活
発
な
討
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
初
め
に
古
谷
毅
経
済
産
業
部
長
か
ら

「
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
意
義
」
に
つ
い

て
の
説
明
の
後
、
照
屋
輝
一
前
沖
縄
県

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
「
産
業
技

術
の
振
興
と
今
後
の
展
望
」
に
つ
い
て
、

井
深
丹(

社)

首
都
圏
産
業
活
性
化
協
会

専
務
理
事
か
ら
「
T
A
M
A
の
地
域
産

業
振
興
の
現
状
と
将
来
」
に
つ
い
て
の

基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
後
、
照
屋
輝
一
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
、
安
仁
屋
洋
子
琉
球
大
学
地

域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
稲
福
直
㈱

琉
球
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
開
発
取
締
役
研

究
開
発
室
長
、
呉
屋
守
章
㈱
金
秀
本
社

代
表
取
締
役
副
社
長
、
南
郷
辰
洋
㈱
国

際
シ
ス
テ
ム
代
表
取
締
役
社
長
、
花
城

順
孝
沖
縄
県
商
工
労
働
部
長
、
そ
れ
に

古
谷
毅
経
済
産
業
部
長
を
加
え
、
六
名

の
パ
ネ
ラ
ー
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の

概
要
を
御
報
告
し
ま
す
。�

◆
説
明
「
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
意
義
」

（
古
谷
　
毅
氏
）�

　
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
に
伴
い
、

市
場
に
お
い
て
は
一
般
的
に
先
行
者
利

得
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
か
つ
、
資

金
・
情
報
・
人
材
・
技
術
等
多
様
な
経

営
資
源
が
同
時
に
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
成
否
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な

対
応
に
左
右
さ
れ
、
中
小
企
業
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
型
企
業
が
市
場
創
出
・
拡
大
を

図
る
た
め
に
は
、
経
営
資
源
の
相
互
補

完
・
分
担
、
大
学
、
公
設
試
等
の
外
部

資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
極
め

て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
Ｏ
Ｋ

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画

は
、
亜
熱
帯
性
の
地
域
特
性
等
か
ら
他

地
域
に
比
べ
て
比
較
優
位
性
の
高
い
健

康
食
品
関
連
や
情
報
関
連
、
環
境
関
連
、

加
工
貿
易
の
四
分
野
を
対
象
に
、
経
済

産
業
部
が
結
節
点
と
な
る
産
学
官
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
技
術
開
発
支
援
策

等
の
総
合
的
・
効
果
的
な
活
用
を
通
し

て
、
地
域
経
済
を
支
え
世
界
に
通
用
す

る
新
事
業
が
次
々
に
生
み
出
さ
れ
、
展

開
さ
れ
て
い
く
環
境
を
創
出
し
て
い
く

も
の
。�

◆
基
調
講
演
「
産
業
技
術
の
振
興
と
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
」（
照
屋
　
輝
一
氏)�

　
工
業
は
、
亜
熱
帯
農
業
、
建
設
業
等

他
産
業
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
、
知
識
集

約
型
の
雇
用
効
果
の
大
き
い
産
業
で
あ

り
、
付
加
価
値
の
向
上
が
カ
ギ
と
な
っ�

て
い
る
。
沖
縄
で
の
本
格
的
な
産
学
官

交
流
は
、
昭
和
五
十
六
年
の(

財)

地
域

産
業
技
術
振
興
協
会
の
設
立
に
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
、
沖
縄
の
可
能
性
を
引
き
出

す
た
め
の
地
域
技
術
開
発
に
関
す
る
調

査
研
究
、
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

提
案
等
を
行
っ
て
き
た
。
沖
縄
は
、
本

土
経
済
圏
か
ら
遠
隔
地
に
あ
り
、
高
い

輸
送
コ
ス
ト
等
の
地
理
的
条
件
の
悪
さ

や
、
産
業
集
積
・
技
術
集
積
の
低
さ
か

ら
、
現
在
で
も
工
業
は
ダ
メ
と
い
う
声

が
よ
く
聞
か
れ
る
。
し
か
し
、
工
業
の

立
地
条
件
は
時
代
と
と
も
に
変
わ
り
、

二
十
一
世
紀
は
、
太
陽
、
海
洋
、
バ
イ

オ
マ
ス(

生
物
資
源)

等
再
生
可
能
な
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
と

い
う
大
市
場
に
近
接
し
て

い
る
こ
と
か
ら
沖
縄
で
の

加
工
貿
易
型
産
業
も
有
望

と
な
っ
て
い
る
。
広
大
な

海
域
を
も
つ
沖
縄
で
は
、海

洋
生
物(

マ
リ
ン
バ
イ
オ)

や
深
層
水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

鉱
物
等
の
海
洋
資
源
が
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
て
お

り
、
今
後
、
資
源
、
技
術
、

市
場
ニ
ー
ズ
か
ら
沖
縄
の

特
性
を
活
か
し
た
中
核
的

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
む

と
と
も
に
産
学
官
の
連
携

に
よ
り
産
業
技
術
開
発
基

盤
を
強
化
し
、
高
度
な
人

材
集
積
を
図
る
こ
と
で
、

沖
縄
型
産
業
と
し
て
の
成
長
と
沖
縄
経

済
の
発
展
を
確
信
し
て
い
る
。�

◆
基
調
講
演
「
T
A
M
A
の
地
域
産
業

振
興
の
現
状
と
将
来
」(

井
深
　
丹
氏)�

　
T
A
M
A
と
はT

ech
n
olog

y

　

Advanced

　M
etropolitan

　Area(

技

術
先
進
首
都
圏
地
域)

の
こ
と
で
、
東

京
、
神
奈
川
、
埼
玉
に
広
が
る
地
域
を

T
A
M
A
地
域
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の

地
域
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
軍
需
工

業
地
帯
で
、
戦
後
も
大
手
企
業
の
研
究

所
が
多
く
残
り
、
研
究
開
発
型
の
中
小

企
業
群
を
形
成
し
た
。
現
在
、
八
十
六

の
大
学
、
四
十
の
理
工
系
の
キ
ャ
ン
パ

ス
が
あ
る
。
地
域
の
総
生
産
高
は
二
十

五
兆
円
と
実
に
日
本
の
四
分
の
一
を
占

め
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
も
減
っ
て
い
な
い
。

一
九
九
八
年
に
産
学
官
の
連
携
に
よ
り

地
域
振
興
を
図
ろ
う
と
T
A
M
A
産
業

活
性
化
協
議
会
を
設
立
し
、
昨
年
、
社

団
法
人
首
都
圏
産
業
活
性
化
協
会
と
な

っ
た
。
大
学
の
研
究
成
果
を
特
許
化
し
、

企
業
に
技
術
移
転
を
行
う
た
め

T
A
M
A-

T
L
O
と
い
う
組
織
も
作
っ

た
。
T
A
M
A-

T
L
O
で
は
五
百
余
の

会
員
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
欲
し
い

技
術
を
聞
き
取
り
、
連
携
を
組
む
企
業

や
大
学
を
決
め
て
製
品
に
な
る
ま
で
を

支
援
し
て
い
く
。
産
学
官
連
携
を
成
功�

さ
せ
る
た
め
に
は
、
主
体
は
あ
く
ま
で

企
業
で
あ
り
、
学
は
研
究
成
果
を
企
業

に
提
供
し
、
産
業
界
は
大
学
に
社
会
ニ

ー
ズ
を
提
供
し
、
官
は
研
究
開
発
と
製

品
化
を
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
。�

◆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
発

言
要
旨�

稲
福
氏
　
沖
縄
は
宝
の
原
石
が
多
い
が
、

う
ま
く
商
品
開
発
さ
れ
て
い
な
い
。
産

学
連
携
に
よ
り
零
細
企
業
で
の
取
組
も

ス
ム
ー
ズ
に
行
く
よ
う
に
な
る
。�

呉
屋
氏
　
沖
縄
は
T
A
M
A
地
域
と
構

造
が
異
な
る
た
め
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

計
画
は
沖
縄
型
を
考
え
る
こ
と
が
大
事
。

ま
た
大
学
は
、
開
か
れ
た
大
学
に
す
る

こ
と
が
大
事
。�

安
仁
屋
氏
　
大
学
で
も
研
究
結
果
の
活

用
が
大
事
に
な
っ
て
い
る
。
産
学
官
の

連
携
の
必
要
性
は
認
め
る
が
、
き
ち
ん

と
し
た
組
織
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。�

花
城
氏
　
県
産
業
界
は
、
明
る
い
兆
し

と
し
て
情
報
通
信
関
連
産
業
の
集
積
が

進
ん
で
い
る
。
情
報
通
信
産
業
、
Ｉ
Ｔ

と
バ
イ
オ
が
融
合
し
た
健
康
医
療
福
祉

関
係
が
沖
縄
型
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
方

向
性
と
な
る
。�

古
谷
氏
　
大
学
、
企
業
間
で
の
情
報
が

流
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。
そ
の
た
め
、�

生
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
必
要

と
な
っ
て
お
り
、
更
に
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
の
吸
い
上
げ
と
そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で

あ
る
。�

南
郷
氏
　
中
小
企
業
は
、
複
数
の
会
社�

が
得
意
な
分
野
を
あ
わ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
。
特
に
、
「
学
」
の
研
究
成
果

を
使
い
新
し
い
も
の
に
挑
戦
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。�

��
�　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
概
要
は
H
P
か
ら
も

御
参
照
で
き
ま
す
。�

�
http://ogb.go.jp/m

ove/sem
inar/k�

ekka/clustersinpo.htm

古谷   毅経済産業部長�照屋   輝一前沖縄工業技術センター長�

井深   丹（社）首都圏産業活性化協会専務理事�
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Ｗ
Ａ
型
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画

は
、
亜
熱
帯
性
の
地
域
特
性
等
か
ら
他

地
域
に
比
べ
て
比
較
優
位
性
の
高
い
健

康
食
品
関
連
や
情
報
関
連
、
環
境
関
連
、

加
工
貿
易
の
四
分
野
を
対
象
に
、
経
済

産
業
部
が
結
節
点
と
な
る
産
学
官
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
技
術
開
発
支
援
策

等
の
総
合
的
・
効
果
的
な
活
用
を
通
し

て
、
地
域
経
済
を
支
え
世
界
に
通
用
す

る
新
事
業
が
次
々
に
生
み
出
さ
れ
、
展

開
さ
れ
て
い
く
環
境
を
創
出
し
て
い
く

も
の
。�

◆
基
調
講
演
「
産
業
技
術
の
振
興
と
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
」（
照
屋
　
輝
一
氏)�

　
工
業
は
、
亜
熱
帯
農
業
、
建
設
業
等

他
産
業
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
、
知
識
集

約
型
の
雇
用
効
果
の
大
き
い
産
業
で
あ

り
、
付
加
価
値
の
向
上
が
カ
ギ
と
な
っ�

て
い
る
。
沖
縄
で
の
本
格
的
な
産
学
官

交
流
は
、
昭
和
五
十
六
年
の(

財)

地
域

産
業
技
術
振
興
協
会
の
設
立
に
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
、
沖
縄
の
可
能
性
を
引
き
出

す
た
め
の
地
域
技
術
開
発
に
関
す
る
調

査
研
究
、
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

提
案
等
を
行
っ
て
き
た
。
沖
縄
は
、
本

土
経
済
圏
か
ら
遠
隔
地
に
あ
り
、
高
い

輸
送
コ
ス
ト
等
の
地
理
的
条
件
の
悪
さ

や
、
産
業
集
積
・
技
術
集
積
の
低
さ
か

ら
、
現
在
で
も
工
業
は
ダ
メ
と
い
う
声

が
よ
く
聞
か
れ
る
。
し
か
し
、
工
業
の

立
地
条
件
は
時
代
と
と
も
に
変
わ
り
、

二
十
一
世
紀
は
、
太
陽
、
海
洋
、
バ
イ

オ
マ
ス(

生
物
資
源)

等
再
生
可
能
な
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
と

い
う
大
市
場
に
近
接
し
て

い
る
こ
と
か
ら
沖
縄
で
の

加
工
貿
易
型
産
業
も
有
望

と
な
っ
て
い
る
。
広
大
な

海
域
を
も
つ
沖
縄
で
は
、海

洋
生
物(

マ
リ
ン
バ
イ
オ)

や
深
層
水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

鉱
物
等
の
海
洋
資
源
が
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
て
お

り
、
今
後
、
資
源
、
技
術
、

市
場
ニ
ー
ズ
か
ら
沖
縄
の

特
性
を
活
か
し
た
中
核
的

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
む

と
と
も
に
産
学
官
の
連
携

に
よ
り
産
業
技
術
開
発
基

盤
を
強
化
し
、
高
度
な
人

材
集
積
を
図
る
こ
と
で
、

沖
縄
型
産
業
と
し
て
の
成
長
と
沖
縄
経

済
の
発
展
を
確
信
し
て
い
る
。�

◆
基
調
講
演
「
T
A
M
A
の
地
域
産
業

振
興
の
現
状
と
将
来
」(

井
深
　
丹
氏)�

　
T
A
M
A
と
はT

ech
n
olog

y

　

Advanced

　M
etropolitan

　Area(

技

術
先
進
首
都
圏
地
域)
の
こ
と
で
、
東

京
、
神
奈
川
、
埼
玉
に
広
が
る
地
域
を

T
A
M
A
地
域
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の

地
域
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
軍
需
工

業
地
帯
で
、
戦
後
も
大
手
企
業
の
研
究

所
が
多
く
残
り
、
研
究
開
発
型
の
中
小

企
業
群
を
形
成
し
た
。
現
在
、
八
十
六

の
大
学
、
四
十
の
理
工
系
の
キ
ャ
ン
パ

ス
が
あ
る
。
地
域
の
総
生
産
高
は
二
十

五
兆
円
と
実
に
日
本
の
四
分
の
一
を
占

め
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
も
減
っ
て
い
な
い
。

一
九
九
八
年
に
産
学
官
の
連
携
に
よ
り

地
域
振
興
を
図
ろ
う
と
T
A
M
A
産
業

活
性
化
協
議
会
を
設
立
し
、
昨
年
、
社

団
法
人
首
都
圏
産
業
活
性
化
協
会
と
な

っ
た
。
大
学
の
研
究
成
果
を
特
許
化
し
、

企
業
に
技
術
移
転
を
行
う
た
め

T
A
M
A-

T
L
O
と
い
う
組
織
も
作
っ

た
。
T
A
M
A-

T
L
O
で
は
五
百
余
の

会
員
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
欲
し
い

技
術
を
聞
き
取
り
、
連
携
を
組
む
企
業

や
大
学
を
決
め
て
製
品
に
な
る
ま
で
を

支
援
し
て
い
く
。
産
学
官
連
携
を
成
功�

さ
せ
る
た
め
に
は
、
主
体
は
あ
く
ま
で

企
業
で
あ
り
、
学
は
研
究
成
果
を
企
業

に
提
供
し
、
産
業
界
は
大
学
に
社
会
ニ

ー
ズ
を
提
供
し
、
官
は
研
究
開
発
と
製

品
化
を
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
。�

◆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
発

言
要
旨�

稲
福
氏
　
沖
縄
は
宝
の
原
石
が
多
い
が
、

う
ま
く
商
品
開
発
さ
れ
て
い
な
い
。
産

学
連
携
に
よ
り
零
細
企
業
で
の
取
組
も

ス
ム
ー
ズ
に
行
く
よ
う
に
な
る
。�

呉
屋
氏
　
沖
縄
は
T
A
M
A
地
域
と
構

造
が
異
な
る
た
め
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

計
画
は
沖
縄
型
を
考
え
る
こ
と
が
大
事
。

ま
た
大
学
は
、
開
か
れ
た
大
学
に
す
る

こ
と
が
大
事
。�

安
仁
屋
氏
　
大
学
で
も
研
究
結
果
の
活

用
が
大
事
に
な
っ
て
い
る
。
産
学
官
の

連
携
の
必
要
性
は
認
め
る
が
、
き
ち
ん

と
し
た
組
織
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。�

花
城
氏
　
県
産
業
界
は
、
明
る
い
兆
し

と
し
て
情
報
通
信
関
連
産
業
の
集
積
が

進
ん
で
い
る
。
情
報
通
信
産
業
、
Ｉ
Ｔ

と
バ
イ
オ
が
融
合
し
た
健
康
医
療
福
祉

関
係
が
沖
縄
型
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
方

向
性
と
な
る
。�

古
谷
氏
　
大
学
、
企
業
間
で
の
情
報
が

流
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。
そ
の
た
め
、�

生
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
必
要

と
な
っ
て
お
り
、
更
に
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
の
吸
い
上
げ
と
そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で

あ
る
。�

南
郷
氏
　
中
小
企
業
は
、
複
数
の
会
社�

が
得
意
な
分
野
を
あ
わ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
。
特
に
、
「
学
」
の
研
究
成
果

を
使
い
新
し
い
も
の
に
挑
戦
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。�

��
�　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
概
要
は
H
P
か
ら
も

御
参
照
で
き
ま
す
。�

�
http://ogb.go.jp/m

ove/sem
inar/k�

ekka/clustersinpo.htm
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